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裏
路地

険
探

■
元
気
集
落
、
ほ
た
る
の
郷
を
歩
く
／
豊
岡
市
出
石
町
奥
山

「
立
町
千
軒
」と
江
戸
時
代
に
栄
え
た
金
山
の
村

山
あ
い
に
ひ
っ
そ
り
と
佇
み
、静
か
な
時
間
が
流
れ
る

ほ
た
る
が
乱
舞
す
る
清
流
沿
い
の
山
村
を
歩
く

　

城
下
町
出
石
か
ら
南
へ
約
10
分
、
清

流
が
流
れ
る
奥
山
渓
谷
沿
い
に
車
を
走

ら
せ
る
と
、
床と

こ
の
お
さ
ん

尾
山
の
山
ろ
く
に
ひ
っ
そ

り
と
佇
む
奥
山
集
落
が
見
え
て
く
る
。

　

豊
岡
市
の
最
南
部
、
朝
来
市
と
の
境

に
位
置
し
、
北
近
畿
豊
岡
道
「
和
田
山

Ｉ
Ｃ
」
ま
で
約
20
分
。
市
街
地
か
ら
遠

く
離
れ
て
い
な
い
に
も
関
わ
ら
ず
、
ま

る
で
秘
境
と
も
い
え
る
の
ん
び
り
と
し

た
山
里
の
風
情
が
残
っ
て
い
る
。

　

か
つ
て
は
金
山
町
と
し
て
栄
え
た
と
い

う
奥
山
地
区
。
集
落
の
西
に
あ
る
登
山

道
は
金
山
跡
へ
通
じ
、
今
で
も
６
カ
所

ほ
ど
の
坑
口
跡
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
歴
史
は
古
く
、
慶
長
17
年

（
１
６
１
２
）、
時
の
出
石
藩
主
・
小こ

い
で出

吉よ
し
ふ
さ英
公
が
奥
山
金
山
と
し
て
開
坑
し
、

金
の
他
に
銀
や
銅
な
ど
も
採
鉱
さ
れ
た

と
い
う
。
大
正
末
期
か
ら
は
ほ
と
ん
ど

採
鉱
さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
昭
和
58
年

に
廃
坑
と
な
っ
た
。

　

し
か
し
江
戸
時
代
初
期
に
は
活
発
に

採
鉱
さ
れ
て
い
た
そ
う
で
、
鉱
山
跡
周

辺
の
地
名
に
は
「
立た

て
ま
ち
せ
ん
げ
ん

町
千
軒
」
と
往
事

の
言
い
伝
え
が
残
り
、
た
く
さ
ん
の
鉱

夫
が
住
ん
で
い
た
と
さ
れ
る
。

　
「
１
番
大
き
な
坑
口
跡
が
、平
成
16
年

の
台
風
23
号
に
よ
り
土
砂
で
埋
ま
っ
て
し

ま
っ
た
が
、
平
成
24
年
、
延
べ
40
人
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
っ
て
再
び
、
坑
道

に
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
坑
跡
に
は
立

坑
や
は
し
ご
な
ど
が
当
時
の
ま
ま
の
姿
で

残
っ
て
お
り
、
今
後
、
村
お
こ
し
の
目
玉

と
し
て
活
用
し
て
い
き
た
い
」
と
話
す
の

は
、
案
内
役
の
徳と

く
あ
み網

武た
け
お男

区
長
。

　

大
正
期
に
は
40
戸
近
く
あ
っ
た
家
々

も
、
今
で
は
７
戸
に
ま
で
減
少
し
た
。
ま

さ
に
廃
村
の
危
機
に
あ
る
現
状
だ
が
、

平
成
23
年
か
ら
は
県
が
推
進
す
る「
小

規
模
集
落
元
気
作
戦
」の
モ
デ
ル
集
落

に
選
定
さ
れ
、
集
落
を
離
れ
た
奥
山
出

身
者
も
地
域
づ
く
り
に
関
わ
れ
る
よ
う

平成26年3月に竣工した交流拠点施設「一輪亭」。元は蚕を飼っ
ていた古民家を改修しており、土間は吹き抜けになっている。い
ろりや厨房などがあり、今後は一般向けに会合などの活用のほ
か、ほたる祭りなどイベントの拠点施設として活用される。

徳神社の参道にある「なんじゃもんじゃの木」は樹齢 200
年を越える御神木。巨木の正体はカゴの木で、幹の間から
はツバキが生えている。ツバキを抱きかかえるようにそびえ
立つことから（左）、「縁結びの木」として信仰がある。

集落の氏神である「徳神社（左）」。周囲は鎮守の森として巨木
が立ち並ぶ。かつて秋祭りには、神社から階段下の境内にもち
まきが行われていた。当時の写真が「一輪亭」に飾られている。

炭焼き窯

別宮の棚田と氷ノ山別宮の棚田と氷ノ山

ご来店不要 スピード審査 返済用口座不要

詳しくは当行ホームページまたは窓口までお問い合わせください。
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に「
奥
山
観
光
ほ
た
る
の
郷
」を
発
足
さ

せ
、地
域
活
性
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

今
年
の
春
、
交
流
拠
点
と
な
る
古
民

家
を
再
生
し
た
「
一い

ち
り
ん
て
い

輪
亭
」
と
、
移
住
者

を
呼
び
込
む
滞
在
型
住
宅
「
奥
山
ほ
た

る
ビ
レ
ッ
ジ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　

ま
た
、
奥
山
を
「
も
っ
と
知
っ
て
も
ら

い
た
い
、
好
き
に
な
っ
て
も
ら
い
た
い
」
と

の
思
い
か
ら
、「
フ
ァ
ン
倶
楽
部
」
を
発

足
さ
せ
た
。
入
会
・
年
会
費
は
無
料
で
、

交
流
施
設
の
優
待
利
用
や
イ
ベ
ン
ト
情

報
の
発
信
、
出
石
の
観
光
施
設
の
割
引

と
い
っ
た
特
典
付
き
だ
。

　
「
子
ど
も
の
遊
び
声
が
聞
き
た
い
」

と
、
集
落
の
活
性
化
に
挑
む
奥
山
の

人
々
。
６
月
21
日
に
は
33
回
目
を
迎
え

る
恒
例
の「
ほ
た
る
祭
り
」
が
開
催
さ

れ
る
。
時
間
が
止
ま
っ
た
よ
う
な
空
間

が
広
が
る
静
か
な
山
村
へ
、
足
を
運
ん

で
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
か
。

集落の中央を流れる奥山川
の 清 流。6月はほたるの 幻
想的な舞が見られる。

移住者のための滞在型住宅「奥山ほたるビレッジ」。年
間契約（賃料・管理費）で、田舎暮らし体験ができる。
2 棟が先行して建てられ、来年もう2 棟が整備予定。
※詳細は事務局（徳網建設内）0796-52-3259 か、
webで（http://www.okuyama-kanko.com）。

一輪亭の土蔵は出石らしい
赤壁。中にはいろりがあり、
大人数で利用できる。

●皆さんも「T2 裏路地探険」に
   参加してみませんか！！

平成 26 年7月12日（土）10:00〜12:00
「金山町の面影を訪ねて」 養父市中瀬 

＊上記実施日の10日前までに、18ページに掲
載の但馬の情報誌「Ｔ2」編集部まで、住所・
氏名・年齢・電話番号・「T2裏路地参加
希望」とお書きの上、ハガキで申し込みくだ
さい。開催当日は午前中、現地集合・現地
解散となります。申込締切後、参加ご希望
の方へ郵送にて案内を送付します。

地域活性化のため、U ターン者が始めた「手打ち蕎麦 剣」。店
内には古い生活道具が展示されているほか、忍者の里にち
なんだ手裏剣投げなどの体験ができる。※土、日、正月、
GW、盆営業／ 10 〜17 時。TEL.0796-52-3567

復活した金山跡

山里の暮らしを体験できる場とし
て、平成 25 年にボランティアによ
り作られた「炭焼き窯」。

一輪亭の前に残
る「川いと」へ続
く 階 段。か つ て
はここで洗 濯や
洗い物などが行
われていた。

集 落 の 中 央にある地 蔵 堂
は、但馬六十六地蔵尊めぐ
りの 66 番目、打ち納めの
礼所である。柔和できれい
なお顔のお地蔵さん。地蔵
盆に大きな数珠を回す「数
珠回し」の行事が行われる。

至朝来市
和田山町糸井

滞在型住宅
「奥山ほたる
ビレッジ」

至
出
石
市
街
地
・

国
道
４
２
６
号

県道10号

桜ともみじの並木

忍者が住んでいたと伝わる
茗荷谷・東床尾山へ続く

奥山川

旧一輪亭・駐車場
（休日には露店がオープン）

奥山渓谷

かつてこの辺りに
村人で作った水力
発電があった

徳神社

なんじゃもんじゃの木

ログハウス
黎明（れいめい）の家

炭焼き窯

至金山跡・
西床尾山へ
続く登山道

県道10号

公民館（小学校の分校があ
り、3年生までが通った）

学校跡の名残り学校橋

交流拠点施設
「一輪亭」

手打ち蕎麦「剣」

スイレンの池と水車
鹿の被害により全滅し
たが、今年は花の復活
に取り組むそう。

地蔵堂

茗荷谷はかつて忍者が住み、出石の
城下町に出てからかい半分で、藩士
に勝負を挑んだという伝承が残る。
現在は城下町に移った本覚寺の跡
（寺屋敷）や住居跡が残っている。

ほたるの養殖池
６月21日（土）には
毎年恒例の「ほたる
祭」が開催される


